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定住支援・子育て支援策の概要① 
町の玄関 奥多摩駅 
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定住支援・子育て支援策の概要② 
町の玄関 奥多摩駅 
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○ 平成30年度の当初予算 

 ・独自の15項目におよぶ少子化定住化対策事業費：約97百万円 

 ・低廉な家賃の町営若者住宅などの住宅建設事業費：約286百万円 

○ 一般財源のほか、基金の取り崩し等により予算を編成 
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空家等寄付物件の活用 

○町に寄付された空家に１５年間継続し、居住したものに住宅を無償で譲与 
○無償で譲与する寄付物件は、 
  ア、若者定住応援住宅  イ、いなか暮らし支援住宅があります。 
 
 
◆ 種別 
  ア、若者定住応援住宅（ＪＲ青梅線５駅の周辺地域） 
   イ、いなか暮らし支援住宅（ＪＲ青梅線５駅周辺以外） 
 
 
◆ 条件 
• ４０歳以下の夫婦又は５０歳以下の方で子ども（中学生以下）がいる世帯 
• 自治会に加入し、自治会の活動をはじめ、地域活動へ積極的に参加すること 
  などなど 
• 土地及び建物は現状での引渡しになるためリフォームなどにかかる経費などは 
  定住者が全て負担（町のリフォーム補助有） 



若者定住応援補助金 
町の玄関 奥多摩駅 
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〇若者が定住しやすい補助金等制度を充実しました。 

〇町内に住宅を新築、改築又は購入をした若者や子育て家庭を対象に、 

  補助金及び利子補給を行っています。 

◆種別 

  ア、若者定住応援補助金（新築・改築） 

    住宅の購入・改築・増築・リフォームに最大 ２００万円補助 

    （事業費の２分の１を補助します。） 

  イ、若者定住応援補助金（利子補給） 

    年額最大３０万円（借入利率の２分の１）を３６か月給付 

◆条件 

 ４５歳以下の夫婦、５０歳以下の者で中学生以下の子どもがいる世帯、 

 ３５歳以下の単身者 

 

 



定住（永住）対策事業の実績（区分） 
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形      態 世帯数 人 数 子ども人数 

 町内転居 【町外転出の抑制】 ８１ ２１７ 
７０ 

（５７） 

 Ｕターン 
 【過去に町内居住しており、転出したが、 
  町内に転入してきたこと】 

１５ ５３ 
２５ 

（２５） 

 Ｉターン 
 【町外に居住しており、町内に転入してきたこと】 

６７ １８５ 
７３ 

（６４） 

合       計 １６３ ４５５ 
１６８ 

（１４６） 

平成３０年１０月１日現在 

現在年少人口３５４人（内１４６人が定住人口：４１．２％） 

（ ）カッコは、年少人口（０～１４歳まで） 子どもは１８歳以下 


